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近年、大学や博物館などの研究機関が所蔵史料のデジタルアーカイブ化、ウェブ(インターネット) 

での無償公開を進めています。そのなかには被差別民集落について賤称が書きこまれている古地図 

が散見されます。 

こうした絵図が被差別部落の所在地暴きに悪用されるとの指摘は前からあり、そのため部落史研究

は博物館展示や絵図復刻などについての議論を重ねてきた経緯があるのですが、その蓄積が残念な

がら参照されていないようにも見えます。 

ひとまず、どのようなものが閲覧に供されているのかなどの現状を共有しつつ、教育研究の課題な

どについて意見交換をすすめたいと考えています。 
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